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津波と火災にあった旧石巻市立門脇小学校（2012年
月、久保田稔撮影）
地震発生時に止まったままの時計（名取市立閖上中学
校旧校舎）（2012年月、奥野卓司撮影）
机や本棚が散乱している旧石巻市立門脇小学校内（2012
年月、久保田稔撮影）
手が取れたままの二ノ宮金次郎像と瓦礫を運搬するト
ラック（2012年月、久保田稔撮影）
津波で破壊された大量のクルマが元小学校の校庭に集
められている（名取市閖上地区）（2012年月、奥野卓
司撮影）
新北上川からの津波で多数の犠牲者を出した旧石巻市
立大川小学校（石巻市釜石山根）（2012年月、久保田
稔撮影）
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敷地内に残った大川小学校卒業生「平成13年度卒業制
作」作品（2012年月、久保田稔撮影）
観光復旧のためいち早く仮設で再開された松島観光船
営業所（2011年	月、工藤保則・奥野圭太朗撮影）
石巻専修大学：災害対策拠点として、近隣住民の避難
所、ボランティアセンター、石巻赤十字病院分室の受
け入れなど地域貢献をおこなった（2012年月、久保
田稔撮影）
石巻専修大学の施設を借用中の石巻赤十字看護専門学
校（教員室）。月より移転予定。なお、石巻赤十字病
院は、東日本大震災で「石巻医療圏の医療崩壊を防ぐ」
重要な役割を果たした（2012年月、久保田稔撮影）
階が壊滅した石巻市立病院。石巻市は、概算90億の
復興計画案を月16日の市議会に提案した（2012年
月、久保田稔撮影）
17メートルの津波は、高台にある女川町立病院にもお
よんだ（2012年月、南裕一郎撮影）
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宮城県女川町では、いまだダンプカーが絶え間なく地
域内の瓦礫を集積してきている（2012年月、奥野卓
司撮影）
山の中の仮設住宅では買い物や病院に不可欠なクルマ
が絶対的に不足している（宮城県女川町）（2012年月、
奥野卓司撮影）
石巻市大瓜仮設住宅内にある日本カーシェアリング協
会。多くの車が被災者に利用されている（2012年月、
南裕一郎撮影）
津波に流された南三陸町民バス（2012年月、南裕一
郎撮影）
役場職員が最後まで避難を呼びかけた、南三陸町防災
対策庁舎（2012年月、南裕一郎撮影）
2011年12月に再開した南三陸町歌津の伊里前福幸商店
街（2012年月、南裕一郎撮影）
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全壊ビル内部（南三陸町）（2012年月、南裕一郎撮影）
座礁した貨物船（気仙沼市）（2012年月、南裕一郎撮
影）
マンガの町として復興をめざす石巻市で、2012年月
に再開予定の「石ノ森萬画館」（石巻市中瀬）（2012年
月、奥野卓司撮影）
津波に飲まれ消失した JR 大船渡駅
（2012年月、南裕一郎撮影）
宮城県は日本の自動車産業の部品供給・組立工場が集
中しており、その大半が被害を受けたが、一早く復旧
を果たしている（仙台空港階ロビーの展示）（2012年
月、奥野卓司撮影）
観光で復興をめざす宮城県松島町
（2011年	月、工藤保則・奥野圭太朗撮影）
